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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気モータ（１）と、
　ポンプ（２）と、を備えたモータ・ポンプユニットであって、
　前記ポンプ（２）は、前記モータ（１）のロータ（１．３）／ステータ（１．１）によ
って同心状に囲繞され、
　前記電気モータ（１）のロータ（１．３）は、軸断面で見てＵ字形をなし、
　前記ロータ（１．３）の連結部の共通軸領域には、前記ポンプ（２）のピニオンシャフ
ト（２．３）に連結するために、内歯が形成され、
　前記ポンプ（２）の前記ピニオンシャフト（２．３）には、前記ロータ（１．３）の前
記連結部に形成された前記内歯と歯合するピニオンが設けられており、
　前記電気モータの前記ロータ（１．３）は、ポンプハウジングを囲繞しかつポンプハウ
ジング上に支持され、
　前記ポンプ（２）における作用媒体の少なくとも一部は、前記モータの冷却用に使用さ
れ、
　前記ロータ（１．３）の前記連結部と前記モータハウジングの隣接前方壁面との間には
開放空間が設けられ、
　前記ポンプ（２）の前記ピニオンシャフト（２．３）は、前記開放空間に突出しており
、前記ピニオンシャフト（２．３）の突出部分にインペラを備え、
　前記インペラは、前記モータから前記ポンプ（２）へと冷却媒体を送るように構成され
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配置されていることを特徴とするモータ・ポンプユニット。
【請求項２】
　前記ポンプ（２）は水流ポンプであることを特徴とする請求項１に記載のモータ・ポン
プユニット。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、電気モータとポンプ２とが互いに構造的に統合されたモータ・ポンプユニッ
トに関するものである。このモータ・ポンプユニットでは、モータのロータ／ステータが
、ポンプを囲繞している。
【０００２】
【従来の技術】
　独国特許第１９５　３８　２７８号公開公報は、このようなモータ・ポンプユニットの
一例を開示している。そのユニットでは、電気モータのロータは、同時にポンプのポンプ
ホイールとなっている。
【０００３】
　欧州特許第０　６１１　８８７号公開公報は、モータ・ポンプユニットを開示している
。そのユニットでは、ロータは独立した構成部材であるが、それにもかかわらずロータは
、往復運動するポンプのシリンダブロックに回転拘束状態で取付けられている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　この種の構成は、最小限のスペースしか必要としないという大きな利点を奏する。しか
しながら、そこにはなお改善の余地がある。
【０００５】
　本発明は、上記モータ・ポンプユニットをさらに改善するという課題に基づいてなされ
たものである。本発明は特に、製造コスト及び必要なスペースに関して改善を図るもので
ある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記の課題は、請求項１の特徴部分によって解決される。
【０００７】
　電気モータのロータは、軸断面で見るとＵ字形をなしている。前記ロータの連結部のユ
ニット軸領域には、内歯が形成され、ポンプの駆動シャフトには、対応するピニオンが形
成され、前記内歯と前記ピニオンとは互いに歯合している。
【０００８】
　異なる種類の電気モータを考慮に入れることができる。例えば、非同期モータ、リラク
タンスモータ、または、いわゆる短絡ロータである。
【０００９】
　同様に、多くの種類のポンプを考慮に入れることができる。本発明の適用に関して特に
好適なものは内接歯車ポンプである。
【００１０】
　この場合、ポンプは、完全に独立した自己完結ユニットを構成している。ポンプは、独
立に製造し、テストし、電気モータのステータによって囲まれた空間内に完全に収容する
ことができる。
【００１１】
　ここで、電気モータのロータは、内接歯車ポンプのハウジング上に支持することができ
る。
【００１２】
　本願の実施形態において、前記ロータ（１．３）の連結部（１．３．１）の共通軸領域
には、前記ポンプ（２）のピニオンシャフト（２．３）と連結するために内歯が形成され
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、ポンプ（２）のピニオンシャフト（２．３）には、前記ロータ（１．３）の前記連結部
に形成された前記内歯と歯合するピニオンが設けられている。好ましくは、ポンプ（２）
は水流ポンプである。さらに好ましくは、ポンプ（２）における作用媒体の少なくとも一
部は、前記モータの冷却用に使用される。また、前記ロータ（１．３）の連結部（１．３
．１）と前記モータハウジングの隣接前方壁面との間には開放空間が設けられ、前記ポン
プ（２）の前記ピニオンシャフト（２．３）は前記自由空間に突出しており、前記ピニオ
ンシャフト（２．３）の突出部分にインペラを備え、前記インペラは、前記モータ（１）
から前記ポンプ（２）へと冷却媒体を送るように構成され配置されている。
【００１３】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明を図面を用いて説明する。図面には以下に述べる構成部材が記載されてい
る。
【００１４】
　このモータ・ポンプユニットは、金属板ステータパッケージ１．１と、巻線１．２と、
ロータ１．３とを有する電気モータを備えている。
【００１５】
　このモータ・ポンプユニットはさらに内接歯車ポンプ２を備えている。該内接歯車ポン
プ２は、外歯歯車２．１と、外歯歯車２．１に対面する偏心中空ホイール２．２と、外歯
歯車２．１が設けられたピニオンシャフト２．３とを備えている。該偏心中空ホイール２
．２には、ピニオンシャフト２．３に設けられた外歯歯車２．１と歯合するための内歯歯
車が形成されている。ピニオンシャフト２．３は、側方ディスク２．４，２．５内に着座
している。本実施形態において、摺動ベアリング２．４．１及び摺動ベアリング２．５．
１が側方ディスク２．４及び２．５とピニオンシャフト２．３との間に配置されている。
該偏芯中空ホイール２．２は、側方ディスク２．４及び２．５に固定されている。
【００１６】
　２つの構成要素であるモータ及びポンプは、共通ハウジング３によって包含されている
。ハウジング内には、圧送される媒体のための吸入口３．１と吐出口３．２とが設けられ
ている。共通ハウジング３は、側方ディスク２．４に固定されている。
【００１７】
　本発明によれば、モータ１のロータ１．３は鉢の形状をなしている。軸断面で見るとＵ
字形に見える。ピニオンシャフト２．３は、ギアを介して回転可能状態でロータに接続さ
れている。すなわち、ロータ１．３の連結部１．３．１内には内歯が形成されており、一
方、ピニオンシャフト２．３は前記内歯に対応するピニオンを有している。内歯とピニオ
ンは互いに歯合する。
【００１８】
　モータ１のロータ１．３とピニオンシャフト２．３との間の駆動連結として他の形態も
考えられる。これらの部材間に一対のギアを設けるのではなく、二対またはそれ以上のギ
アをトルク伝達部材に形成して、ロータの回転数が増速されて、または減速されてピニオ
ンシャフト２．３に伝達されるように構成してもよい。
【００１９】
　ロータ１．３はポンプ２上に支持されている。より詳しく言えば、ロータ１．３は、中
空ホイール２．３及び側方ディスク２．４，２．５に支持されている。
【００２０】
　本願発明のモータ・ポンプユニットの動作時において、作用媒体は、ハウジング３の吸
入口３．１からモータ１の内部に供給され、金属ステータパッケージ１．１の付近を通過
する。そして、作用媒体は、ロータ１．３の開口部を通過してポンプ２内に流れ込む。そ
して、作用媒体は、ポンプ２によって吐出口３．２から圧送される。
【００２１】
　本願発明の一の実施形態において、図１に示されるように、ロータ１．３の連結部１．
３．１とハウジング３の隣接した前方壁部との間には、開放空間が設けられている。内接
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歯車ポンプ２のピニオンシャフト２．３は、開放空間に突出しており、該ピニオンシャフ
ト２．３の突出部分には、インペラが設けられている。該インペラは、モータ１からポン
プ２内へ作用媒体を供給するように構成される。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明によるモータ・ポンプユニットの断面図である。
【符号の説明】
　１　電気モータ
　１．１　ステータ
　１．３　ロータ
　１．３．１　ロータの連結部
　２　ポンプ
　２．１　外歯歯車
　２．３　ピニオンシャフト

【図１】
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